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１．研究データ基盤 利⽤環境の整備・拡張

２．研究データ基盤 活⽤ユースケース創出

2-1 事業推進としてユースケースを牽引

2-2 ユースケース創出課題公募事業の推進
３．研究データ基盤のユーザー拡⼤
3-1 研究データ 共有コミュニティーの拡張
3-2 研究データ 公開・活⽤領域拡⼤
3-3 分野融合の促進

研究データ基盤

共有コミュニティ

ユースケース課題

（ ）

融合・活⽤開拓チームの役割

ユーザー拡⼤が課題
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1-1 GRDM＋mdx

連結利⽤環境整備

・100GB/１プロジェクト全員
・1ファイル上限5GBまで
・Windows動作困難
・⼤容量/⾼速アクセス（SINET利⽤）
・各分野の利⽤⽀援/ｷｭﾚｰｼｮﾝ⽀援
・AI計算/スパコン/解析ツール利⽤可能

• 容量制限、課⾦制度改定リス
クあり

• データ処理のためにはイン
ターネット経由でのアクセス
が必須（⼤規模データ処理時
の時間・課⾦に課題）

• 保存先が国境越える可能性が
⾼い（経済安全保障上の問題
が懸念）

NII Storage

専用ストレージ
・各機関ストレージなど
・個別のルールで運⽤可能

外部クラウド/ツール

◆複数外部ストレージ
連結利⽤可能

GRDM

１．研究データ基盤 利⽤環境の整備・拡張
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1-2 mdxの整備

◆9⼤学2研究所共同運⽤の全国共同利⽤施設
⇒GRDMと連結して全国ユーザーがフラットに利⽤可能

◆データ駆動型研究にフォーカスした運⽤・整備

⇒先端技術を駆使したデータ駆動型研究推進が可能

◆⽬的に応じたデータ蓄積・活⽤環境を迅速提供

⇒研究実施環境整備の負担を継続的に軽減し研究時間を確保

https://mdx.jp/

https://mdx.jp/
https://mdx.jp/


1-3 GRDMとmdxの連携利⽤スキームの構築
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◆GRDMの材料分野ユーザーがmdxでの⾼度データ解析を実施するニーズへの対応
◆マテリアル先端リサーチインフラ(ARIM)事業実施者のGRDM利⽤潜在ニーズへの対応

⇒mdxに材料系研究データを解析するためのツールや計算環境を整備
⇒GRDMとmdxのデータフォルダーを同期させる仕組みを開発（汎⽤的な機能）



現状のAIモデル利⽤の問題
● ⾼コストな商⽤API の利⽤
● ローカル環境へのAIモデルデプロイの技術的困難さ

（性能最適化・セキュリティ）

mdx MaaS の特徴
● mdx 上に多様なAIモデルを整備
● Gakunin RDM 等からAPI呼び出しで即時利⽤可能
● セキュア＆低レイテンシ・多ユーザ対応

● mdx インスタンスにAIモデル実⾏基盤 Kubernetes (k8s)を構築
● 安価なCPUを活⽤した LLM Inferenceサービスの構築
● マルチモーダルモデル (⾳声認識、OCR) のデプロイ
● 各研究分野と協働しモデル・アプリを随時展開

研究者・モデル利⽤者
mdx Model-as-a-Service

実績と進捗

◆GRDM-mdx Model as a Service 基盤の整備
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1-4 AI活⽤基盤の開発・整備とサービスの開始



２．研究データ基盤 活⽤ユースケース創出

2-1 事業推進機関ユースケース（１）
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2-1 事業推進機関ユースケース（２）

２．研究データ基盤 活⽤ユースケース創出

メタデータ
構造化 サイト形成 サイト運営
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2-1 事業推進機関ユースケース（３）

２．研究データ基盤 活⽤ユースケース創出



2-2 ユースケース創出課題公募事業の推進
10

◆事業概要
＜⽬的＞
「全国的な研究データ基盤（NII-Research Data Cloud）を活⽤し、異なる分野間での
データ連携を前提とした AI・データ駆動型研究のシーズ・ユースケースの創出」

＜公募事業＞
・年2か⽉に1回程度で公募実施。2025年7⽉までに多様な分野から40課題を採択
・2年間迄の研究資⾦助成を受けて研究データのエコシステム構築に向けた活動を実施

＜コミュニティ形成＞
・採択課題は研究資⾦助成期間後も本シンポジウムにおいて情報交換
・本事業のslackを設けて情報交換の場を形成

◆今後の課題
・各ユースケース創出課題に関わる研究データ利活⽤コミュニティーの拡⼤
・ユースケース創出課題間での分野融合の機会創出と⽀援強化
・AI活⽤プラットフォームを活かした分野融合・データ活⽤開拓を促進



本シンポジウム初⽇企画 〜新たな協創を導く〜（１）
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◆⼝頭︓各カテゴリよりAIを駆使した課題選出 ⇒ データセットやAIツールの活⽤促進
◆パネル︓⼈⽂カテゴリで分野融合の可能性議論 ⇒ 興味を持った他分野との融合を誘引
◆フラッシュトーク︓直近１年での採択課題紹介 ⇒ 新規採択課題の周知とポスターでの議論促進
◆ポスター︓全課題発表    ⇒ 研究コミュニティー拡⼤・新たな協創
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本シンポジウム初⽇企画 〜新たな協創を導く〜（２）
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３．研究データ基盤のユーザー拡⼤
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3-1 研究データ 共有コミュニティーの拡張
◆本事業実施の取り組みをケーススタデイーとして提⽰し利⽤者を拡⼤
＜個別研究・中⼩規模Pj＞
・ユースケース創出課題の事例を参考に研究データエコシステムを構築
＜⼤型プロジェクト＞
・moonshotやARIMの例を参考に産学官の多様な組織での連携利⽤を推進
＜各分野研究＞
・CSISの活動を参考に研究分野のデータ共有・利活⽤の場としての活⽤を促進
取組 個別研究・中⼩規模Pj ⼤型プロジェクト 各分野研究(附置研等）
本事業で実施中 ユースケース創出課題

（40課題/2025.7時点）
Moomshot[超早期診断]
ARIM[実験データ活⽤]

空間情報科学研究センター
(CSIS)[擬似⼈流データ]

拡張候補 科研費、各種公的資⾦Pj
(DMP、OA義務化対応)
JHPCN／HPCI課題など

moonshot
COI-NEXT  
その他国家戦略Pj 

附置研究所           
全国・国際 共同利⽤施設   
WPIなど



3-2 研究データ 公開・活⽤領域拡⼤
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環境 地球⼈間圏科学における 3D データ活⽤基盤の構築 北海道⼤ 早川裕弌

環境
森林⻑期データを活⽤した分野横断的研究プラット
フォームの設計 東京⼤ 徳永友花

◆ユースケース創出課題の研究コミュニティー拡⼤
・各課題の研究データエコシステムのステークホルダーを強化・拡張しデータの信頼性を向上
・GRDM-mdx活⽤者も必然的に拡⼤
・連携したメンバーによる⼤型Pj提案や分野リポジトリの形成に展開へ

＜⼿段（例）＞
・共通カテゴリ課題への合同インタビューによる広報記事作成を通したコラボ促進
★インタビューを通し共通点を検討 ⇒ コラボへ展開
★広報記事を⾒た研究者が興味を持ちさらなる協働の輪を広げる
⇒メタデータ整備等の検討の場が広がり研究データ管理・利活⽤の普及に向けた信頼性が⾼まる

＜事例＞
・森林等のフィールドデータ利⽤が共通の下記課題にインタビューを実施
★全国演習林等の森林関連データの取得・活⽤ルール共通化可能性議論 ⇒ 国際標準化の可能性もあり



3-3 分野融合の促進
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◆共通カテゴリでの融合を検討し異分融合に導く
Step１．共通カテゴリの課題間でデータ共有や共同研究の検討

Step２．取り組む研究課題の拡張や共通性を議論。共有データの可能性検討

Step３．共有データの異分野への展開を検討

Step４．異分野融合・マッチングのための場を構築し議論を展開

＜事例＞
・本シンポでの⼈⽂カテゴリのパネルディスカッションした内容を上記ステップで推進予定
・ワークショップや広報インタビュー等を通した分野融合活動を継続的に実施予定



まとめ
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◆GakuNin RDM-mdx連携によるAI活⽤プラットフォームを提供

⇒プラットフォーム利⽤者間での異分野融合にも期待

◆研究データエコシステムの構築と利⽤者拡⼤を⽀援

⇒ユースケース創出課題を継続的に⽀援

◆異分野融合を導く仕組みを検討

⇒共有可能な⾼信頼研究データを整備して異分野融合に臨む


